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１ 議案１ PTA山王小まつりのフィードバック
開催時期、準備、内容、地域との連携について振り返りました。PTAを中心に

20名を超えるサポーターの協力を得て、初めての企画が実現したことや次年度への
改善点(まつりかかわり隊を計画的に募集、地域への周知・協力他)を検討しました。

2 議案2 山王小大運動会のフィードバック
開催時期、時間、公民館との連携について振り返りました。

3 学校評価について
○９割を超える肯定的評価→CS４年目となり地域や保護者

の「学校への参画」も充実
○英語授業、TAPのアーティスト交流事業、学校HP 等
▽「授業がよくわかる」「明るい楽しい学校」…さらなる改善の要望

4 次年度学校経営方針について
学校評価の結果等を踏まえ、令和８年度の学校経営方針の目標に文言を追加する
ことが説明されました。

5 学校関係者評価規準についての説明がありました。 〔第3回：1１月21日開催〕

1 議案１ 今後の地域学校協働活動について
○地域とともに創り上げる学校行事についての検討
(1) R７年度六郷地区合同大運動会の成果や課題についての説明が教頭先生からあ

りました。
(2) 六郷地区合同大運動会についてのアンケートの結果をもとに、次年度の運動会

についてのグループ協議を行いました。
【意見】
・地域の参加人数が少なかったことについて、地域行事と重
ならないように日程などの情報共有を行う。

・競技内容について、「全員リレーがよかった」「午前開催
は保護者や地域にとって、負担が無くよいと思う」など、
様々な意見が出されました。

2 授業参観 20分間で全学級を回り、児童の学習の様子を参観しました。
3 議案２ 次年度の基本方針について

次年度「基本方針」（令和7年度学校グランドデザインを活用）について、3グル
ープに分かれて協議をしました。学校や子供たちの現状や課題を踏まえて話し合っ
た内容を整理し、他のグループと共有しました。 〔第3回：1１月28日開催〕

1 会長あいさつ
CSはすぐに答えの出るものではない。あきらめず継続して学校地域

がよくなることを目指していきたいとの話がありました。
2 協議・熟議
議案１ これまでの活動と今後の予定について
・学校周辺のごみ拾い(4年)、東京藝大美術館見学(3年)の実施報告
・キャリア教育：地域の方から職業に関する話を聞く会(６年)を予定
議案２ グランドデザインについて
令和７年度グランドデザインをベースに協議をしました。

・取手東小独自の特色を出したい。
・あいさつを意識化させる工夫をより具体的にしてはどうか。
・地域が土台となって支えていることが分かるようにしたい。
・地域に関する部分を充実させたい。
・よさを伸ばす取組ができるとよい。〔第４回：12月2日開催〕



昨年度から、地域の方々の協力により、学校行事「桜小フェスティバル」で「昔遊び体験」を実
施してきた桜が丘小学校。昨年の盛況ぶりを受け、今年度は体育館を会場にして行われました。11
月8日(土)の当日は、「お手玉」「あやとり」「竹ぽっくり」「竹馬」「コマ回し」など多くのコーナー
を地域ボランティアの方々が担当され、たくさんの子供たちが楽しい時を過ごしました。

藤代中学校１年生による「地域貢献ボランティア活動」、11月8日は「小貝川クリーン大作戦」に
９名の生徒が参加しました。３つの集合場所にそれぞれ集合し、市の担当の方からゴミ袋をもらっ
て活動開始です。参加した全員が、市からのボランティア認定証をいただきました。


